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写真 2.活発な質疑応答でした

  

   

                

               

         

  

沖
縄
の
島
々
で
は
、
流
（
陸
）
域
の
雨
水
と
排

水
が
川
や
地
下
水
と
な
っ
て
海
へ
流
れ
出
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
河
口
や
湧
水
の
先
に
は
、
①
マ
ン
グ
ロ

ー
ブ
が
育
ち
、
②
海
草
・
藻
帯
を
経
て
③
サ
ン
ゴ

礁
が
広
が
っ
て
い
る
。
①
②
③
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

潮
間
帯
、
こ
れ
こ
そ
が
南
国
の
島
々
を
特
徴
づ
け

る
自
然
と
環
境
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
潮
の
干
満
で

冠
水
と
干
出
を
繰
り
返
す
こ
の
一
帯
は
、
埋
め

立
て
や
道
路
や
橋
、
護
岸
の
建
設
な
ど
で
、
多
様

な
生
き
物
の
生
育
・
生
息
す
る
場
が
消
え
、
陸
域

か
ら
の
赤
土
や
農
薬
類
、
有
機
物
な
ど
の
汚
濁 

と
ゴ
ミ
で
散
々
痛
め
つ
け
ら
れ
て
き
た
。 

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と
海
草
の
生
育
域
が
消
え
た
為
、

そ
れ
ら
を
植
え
、
再
生
で
き
る
の
が
ご
く
一
部
の

人
工
的
な
場
だ
け
に
な
っ
た
今
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

は
潮
間
帯
自
然
の
邪
魔
者
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

頃
、
官
民
を
挙
げ
て
サ
ン
ゴ
の
移
植
が
盛
ん
だ
。

し
か
し
、
移
植
後
の
サ
ン
ゴ
が
、
あ
る
と
き
突
如

枯
死
し
た
と
聞
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
が

繁
茂
し
て
い
る
様
子
を
見
た
こ
と
が
無
い
。 

こ
の
こ
と
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
と
海
草
帯
が
消
え
、

島
々
に
お
け
る
潮
間
帯
自
然
の
セ
ッ
ト
が
崩
れ

た
た
め
、
サ
ン
ゴ
の
生
息
の
場
ま
で
も
が
危
機
的

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
証
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら

な
い
。 

  
  国

場
川
「
漫
湖
」
の
水
環
境
改
善
に
向
け
た
啓
発
活
動 

           

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
国
場
川
中
・
上
流
域

の
学
校
や
地
域
へ
向
け
て
、
漫
湖
湿
地
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
認
識
し
て
も
ら
い
、
「
水
資
源
」
の

大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
自
分
た
ち
に
も

で
き
る
役
割
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

水
質
改
善
に
向
け
た
行
動
に
移
る
事
を
目
的
に
、

講
義
と
視
察
、
簡
易
調
査
な
ど
計
八
時
間
を
組

み
合
わ
せ
た
啓
発
活
動
を
計
画
し
ま
し
た
。 

今
年
の
四
～
五
月
、
中
・
上
流
域
の
各
学
校
へ

意
識/
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
な
っ
た
結
果
、
高
等
学

校
四
校
、
小
学
校
一
校
、
児
童
ク
ラ
ブ
一
団
体

の
、
計
六
団
体
か
ら
参
加
希
望
を
受
け
、
調
整

を
進
め
な
が
ら
六
月
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始

し
、
十
月
ま
で
実
施
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
号

で
は
、
こ
れ
ま
で
五
ヶ
月
間
の
取
組
み
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。 

六
月
実
施
の

小
学
校
（
五
年
生

一
一
四
名
）
「
出

前
講
座
」
で
は
、

当
ク
ラ
ブ
会
長
か

ら
「
私
た
ち
が
出

し
た
ゴ
ミ
や
水
は

ど
こ
へ
？
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
義
が

行
わ
れ
、
上
流
の

ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
が
、
下
流
の
「
漫
湖
（
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
湿
地
）
」
に
漂
着
し
て
い
る
現
状
や
、

自
分
た
ち
の
生
活
排
水
が
汚
染
の
主
な
原
因
で

あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
、
驚
い
た
様
子
で
し

た
。  そ

の
後
、
五
学
年
の
中
か
ら
希
望
者
二
一
名

が
河
口
域
（
環
境
省 

漫
湖
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ

ー
）
の
「
視
察
」
に
て
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
拡
大
や
、
そ

こ
に
棲
む
底
生
生
物
の
観
察
を
終
え
、
漫
湖
の

重
要
性
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
、

「
生
き
物
が
た
く
さ
ん
い
た
」
、
「
ゴ
ミ
が
多
か
っ

た
」
、
「ポ
イ
捨
て
は
だ
め
」
と
感
想
が
上
が
り
、
最

後
は
ガ
イ
ド
か
ら
の
質
問
に
、
「
ま
た
来
た
い
！
」

と
ほ
ぼ
全
員
が
手
を
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

      

七
月
に
実
施
し
た
漫
湖
上
流
に
あ
る
高
校

生
（
一
年
生
四
一
名
）
の
「
実
習
」
で
は
、
校
内
を

流
れ
る
支
流
河
川
と
長
堂
川
の
本
流
河
川
で
水

生
生
物
・
簡
易
水
質
・
簡
易
ゴ
ミ
調
査
を
体
験
し
、

汚
染
に
つ
い
て
自
分
た
ち
で
検
証
を
し
ま
し
た
。 

2012 秋
01-2 

自主事業の

活動紹介 

03 

受託事業の 

活動紹介 

04 

会員さんの紹介/

ボランティア募集

/OEC お知らせ

/今後の予定

No.19

写真 1. 水が止められ枯死したヒルギダマシ  写真 2. マングローブ湿地の埋め立て 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
コ
ラ
ム

会
長 

（下
地
邦
輝
） 

写真１.国場川河口域 『漫湖』 

平
成
二
四
年
度 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
・
教
育
財
団
寄
付
金
事
業

写真３.水生生物調査の様子 

マ
ン
グ

ロ
ー
ブ

の
つ
ぶ

や

き 


そ

の
２
 



写真 4.調査のまとめ様子 

表表表表 2.2.2.2.））））    H24.7.25H24.7.25H24.7.25H24.7.25    簡易水質調査簡易水質調査簡易水質調査簡易水質調査    国場川国場川国場川国場川・・・・安里安里安里安里川川川川    

 

※安里川（上流）と国場川（中・下流）では、国場川

の方がにごって（透視度）いた。 

 

※国場川の各下流ポイントの中、「のは川（石火矢

橋）」が 1 番汚れていた。（COD パックテスト結果 ） 

表表表表 1.1.1.1.））））    H24.7.2H24.7.2H24.7.2H24.7.2    漫湖漫湖漫湖漫湖（（（（左岸左岸左岸左岸））））にににに流流流流れれれれ着着着着くくくくゴミゴミゴミゴミのののの組成組成組成組成    

※1 回調査した結果、ゴミの総数は 177 個/10m 

私 たちの生 活 から出 るごみが多 く見 られた。 

 

写真 9.お礼の挨拶で相談し合う児童たち 

写真 6.ぎっしりのゴミ 
写真 7.意見交換の様子 

写真８.アクアプランタ-工作の様子

その他

7%

コンクリート

0%

ガラス

1%

ゴム・タイヤ

5%

金属

2%

木材

6%空缶

3%

紙・紙パック

6%

ポリ・ビ

ニール袋

14%

発泡スチ

ロール

24%

ペットボトル･

プラスチック

31%

写真 5.ゴミをカウント中 

 

安里川安里川安里川安里川 8888 0.060.060.060.06 16.316.316.316.3 50505050 8888

ガーブガーブガーブガーブ川川川川 10101010 0.030.030.030.03 11.511.511.511.5 50505050 8888

国場川国場川国場川国場川 8888 2.22.22.22.2 79797979 15151515 5555

のはのはのはのは川川川川 8888 2.62.62.62.6 55.655.655.655.6 18181818 10101010

那覇大橋那覇大橋那覇大橋那覇大橋 8888 2.892.892.892.89 52.852.852.852.8 17171717 5555

pHpHpHpH

塩分濃度塩分濃度塩分濃度塩分濃度

（％）（％）（％）（％）

濁度濁度濁度濁度

（（（（cmcmcmcm））））

透視度透視度透視度透視度

（（（（cmcmcmcm））））

CODCODCODCOD

（（（（0000.... 5555mgmgmgmg////LLLL

））））

校

内

の

河

川

で

見

つ

か

っ

た

指

標

生

物

は

、

ヒ

ル

、

ユ

ス

リ

カ

、

チ

ョ

ウ

バ

エ

、

タ

イ

ワ

ン

モ

ノ

ア

ラ

ガ

イ

、

サ

カ

マ

キ

ガ

イ

な

ど

の

生

物

た

ち

（

指

標

レ

ベ

ル

Ⅲ

、

Ⅳ

）

が

確

認

さ

れ

、

判

定

は

「

大

変

汚

れ

て

い

る

川

」

と

さ

れ

ま

し

た

。

原

因

は

、

調

査

近

く

の

排

水

溝

に

流

れ

て

い

た

敷

地

周

辺

か

ら

出

る

生

活

排

水

で

は

な

い

か

と

推

測

が

さ

れ

ま

し

た

。

 

 

ま

と

め

で

は

、

ガ

イ

ド

か

ら

「

最

近

は

、

赤

土

や

サ

ン

ゴ

の

問

題

に

積

極

的

な

取

組

み

が

行

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

が

、

い

く

ら

海

の

問

題

を

改

善

し

よ

う

と

も

、

川

が

汚

れ

て

い

た

ら

意

味

が

な

い

。

ま

ず

は

自

分

た

ち

の

足

元

（

環

境

）

を

知

ろ

う

」

と

呼

び

掛

け

が

あ

り

ま

し

た

。

 

 

十十十十

月

に

実

施

し

た

分

教

室

（

高

校

一

～

三

年

生

二

六

名

）

で

の

『

実

習

』

で

は

、

河

口

域

左

岸

に

て

簡

易

ゴ

ミ

調

査

を

行

い

、

一

つ

ず

つ

ゴ

ミ

の

種

類

を

数

え

、

集

計

し

ま

し

た

。

そ

し

て

、

ゴ

ミ

の

量

を

見

比

べ

る

た

め

、

少

し

上

の

豊

見

城

高

校

横

、

河

川

敷

に

移

動

し

て

観

察

を

行

い

ま

し

た

。

 

こ

こ

で

は

、

長

い

間

マ

ン

グ

ロ

ー

ブ

に

引

っ

か

か

り

、

大

量

に

放

置

さ

れ

て

お

り

、

悪

臭

も

あ

り

ま

し

た

。

ガ

イ

ド

か

ら

、

「

こ

れ

以

上

の

ゴ

ミ

が

き

っ

と

と

、

生

徒

た

ち

は

が

っ

か

り

し

た

様

子

で

ゴ

ミ

を

見

つ

め

て

い

ま

し

た

。

 

ま

だ

ま

だ

、

私

た

ち

の

見

え

な

い

ゴ

ミ

が

、

至

る

と

こ

ろ

に

溢

れ

て

い

る

と

痛

感

し

、

こ

の

あ

と

二

日

目

に

簡

易

水

質

調

査

（

中

流

域

と

下

流

域

の

汚

濁

に

つ

い

て

調

査

・

比

較

）

を

終

え

、

生

徒

に

は

漫

湖

の

水

環

境

が

改

善

さ

れ

る

こ

と

に

つ

い

て

、

一

人

ひ

と

り

に

考

え

て

も

ら

い

ま

し

た

。

 

 

高高高高

校

生

、

二

校

合

同

で

の

実

施

（

一

、

二

年

生

二

〇

名

）

最

終

日

の

『

意

見

交

換

』

で

は

、

プ

ロ

グ

ラ

ム

（

講

義

・

視

察

・

調

査

）

を

通

し

て

漫

湖

の

問

題

を

知

り

、

自

分

た

ち

に

も

出

来

る

こ

と

に

つ

い

て

、

話

し

合

い

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

    

生

徒

か

ら

は

、

「

思

っ

た

よ

り

も

臭

く

な

か

っ

た

」

、

「

環

境

教

育

を

も

っ

と

学

ぶ

・

参

加

す

る

」

、

「

学

内

に

ゴ

ミ

箱

を

設

置

し

、

捨

て

る

と

ポ

イ

ン

ト

制

で

景

品

が

も

ら

え

る

シ

ス

テ

ム

を

作

る

」

、

「

ゴ

ミ

に

な

り

に

く

い

発

泡

ス

チ

ロ

ー

ル

を

開

発

す

る

」

、

「

ネ

ッ

ト

上

で

漫

湖

の

現

状

を

発

信

す

る

」

な

ど

、

高

校

生

な

ら

で

は

の

意

見

や

ユ

ニ

ー

ク

な

発

想

が

出

ま

し

た

。

 

実

施

後

、

こ

の

二

校

か

ら

は

、

学

内

オ

ー

プ

ン

キ

ャ

ン

パ

ス

で

今

回

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

体

験

を

紹

介

し

て

く

れ

る

こ

と

に

な

り

、

一

方

の

学

校

は

、

各

自

で

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

取

り

ま

と

め

、

夏

休

み

の

課

題

研

究

と

し

て

報

告

し

て

く

れ

ま

し

た

。

 

月月月月

一

回

の

「

エ

コ

ク

ラ

ブ

」

の

時

間

と

し

て

受

講

し

た

児

童

ク

ラ

ブ

で

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

科

目

を

子

供

た

ち

に

合

わ

せ

、

水

辺

環

境

に

親

し

ん

で

も

ら

う

こ

と

を

目

的

に

、

計

三

回

、

実

施

し

ま

し

た

。

 

そ

の

最

終

回

で

は

、

水

辺

植

物

に

つ

い

て

解

説

を

行

っ

た

あ

と

、

サ

キ

シ

マ

ス

オ

ウ

ノ

キ

の

種

子

を

使

っ

た

工

作

と

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

を

再

利

用

し

た

水

耕

栽

培

の

プ

ラ

ン

タ

ー

（

サ

ガ

リ

バ

ナ

鉢

植

え

）

工

作

を

行

い

ま

し

た

。

 

最

後

は

、

「

国

場

川

」

に

つ

い

て

、

こ

れ

ま

で

を

振

り

返

り

、

家

族

や

友

達

に

お

手

紙

と

絵

を

描

い

て

終

了

。

楽

し

い

お

土

産

と

思

い

出

が

出

来

き

て

、

子

供

た

ち

も

喜

ん

で

く

れ

ま

し

た

。

 

 

―

調

査

結

果

（

一

部

、

紹

介

）

―

 

-

事

業

を

通

し

て-
 

 

今

回

の

事

業

は

、

講

義

、

視

察

、

実

習

、

ま

と

め

（

計

８

時

間

）

を

組

み

込

ん

だ

、

初

め

て

の

セ

ッ

ト

プ

ロ

グ

ラ

ム

と

し

て

、

試

行

錯

誤

の

中

、

課

題

も

多

く

残

り

ま

し

た

。

し

か

し

、

生

徒

た

ち

の

発

見

・

感

動

の

『

気

づ

き

』

を

目

の

当

た

り

に

出

来

た

こ

と

は

、

当

ク

ラ

ブ

に

と

っ

て

今

後

の

活

動

の

励

み

と

な

り

ま

し

た

。

先

生

方

の

熱

心

さ

と

ご

協

力

が

あ

り

、

実

施

で

き

た

も

の

と

思

っ

て

い

ま

す

。

 

ま

た

、

上

・

中

流

域

へ

向

け

て

は

、

漫

湖

の

水

環

境

問

題

に

つ

い

て

「

知

る

・

理

解

し

て

も

ら

う

」

積

極

的

な

き

っ

か

け

作

り

が

、

ま

だ

ま

だ

必

要

だ

と

痛

感

し

ま

し

た

。

 

沖

縄

の

自

然

の

代

表

格

と

し

て

、

亜

熱

帯

地

域

の

マ

ン

グ

ロ

ー

ブ

や

サ

ン

ゴ

礁

が

上

げ

ら

れ

ま

す

が

、

こ

れ

ら

の

生

態

系

を

健

全

に

保

つ

た

め

に

は

上

流

か

ら

流

れ

込

む

水

質

の

保

全

が

欠

か

せ

ま

せ

ん

。

 

約

四

十

万

人

が

住

む

国

場

川

流

域

の

下

流

、

自

然

豊

か

な

「

漫

湖

」

を

、

今

一

度

、

皆

さ

ん

も

見

つ

め

直

し

て

み

ま

せ

ん

か

？

 

 

海

へ

流

さ

れ

て

い

る

の

だ

ろ

う

」

と

話

し

が

あ

る

◆◆◆◆OECOECOECOEC 自主事業自主事業自主事業自主事業のののの活動紹介活動紹介活動紹介活動紹介（（（（平成平成平成平成 24242424 年年年年 4444 月月月月～～～～平成平成平成平成 24242424 年年年年 10101010 月月月月））））◆◆◆◆    

研

究

員

（

上

田

絵

理

奈

） 



写真１.竹富島で月桃を使ったゴザ作り体験。  

写真 1. 

富士山の青木ヶ原樹海を歩き、樹

海の成り立ちや生命力の強さを肌

で感じました。多くの観光客が立ち

入るこの樹海で、自然資源の活用

と保護のバランスについて勉強しな

がら、ガイドのインタープリテーション

についても学ぶことが出来ました。 

写真 2.仲間同士の議論は、時に
白熱し、互いに切磋琢磨する場面も。  

写真 4. 

Kepulauan Seribu 国立公園では、

島の環境を活かしたマングローブの

植樹やサンゴの移植などの体験を

通して、島への経済的な還元と保

全活動のバランスについて学びま

した。 

写真 2. 

研修員の所属組織が抱える具体的

な課題解決のために、関係者や問

題、目的についてロジカルに分析を

行いました。積極的に、熱く討論を

交わせただけでなく、アクションプラ

ンの作成にも大いに役立ちました。 

 

「熱
帯
・亜
熱
帯
に
お
け
る 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
企
画
・
運
営 

ベ
ト
ナ
ム 

社
会
主
義
共
和
国 

特
設
コ
ー
ス
」 

写真3. 

林業が盛んな飯能市ならではの素

材の活用として、杉の葉を利用した

染め物を体験しました。地域の方と

交流しながら季節の食材を取り入

れた食事をいただくことで、地域住

民主体となって提供するプログラム

のホスピタリティーの高さを実感出

来たようです。 

写真 3. 

帰国研修員の一人が所属する

Gunung Gede Pangrango 国立公

園は、青年海外協力隊や地元

NGO との地域連携で活動が展開さ

れており、関係者間の信頼関係を

強く感じました。 

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
沖
縄

と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
八
年

間
、
全
世
界
の
熱

帯
・
亜
熱
帯
地
域

を
対
象
に
、
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
企

画
・
運
営
の
研
修

を
提
供
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で

の
経
験
で
、
地
域
に
よ
り
、
過
去
の
歴
史
や
文
化
、

生
活
感
、
自
然
感
の
考
え
方
に
差
が
あ
り
、
こ
れ

ら
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
で
は
、
課
題
解
決
に
向
け
た
管
理
・
運
用
の
考

え
方
や
ア
プ
ロ
ー
チ
、
具
体
的
な
解
決
手
法
な
ど

に
違
い
が
あ
る
た
め
、
今
年
か
ら
、
ア
ジ
ア
・
大
洋

州
地
域
に
対
象
を
絞
り
、
研
修
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
今
回
か
ら
、
日
本
・
沖
縄
の
経
験
の
み

な
ら
ず
、
社
会
・
経
済
的
背
景
の
似
通
っ
た
開
発

途
上
国
に
お
い
て
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
お
け

る
好
事
例
や
課
題
を
学
び
、
帰
国
後
の
課
題
解

決
策
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
二 

週
間
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

日
本
・
沖
縄
で
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
や
地

域
づ
く
り
の
基
礎
的
な
考
え
方
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
係
る
資
源
調
査
、
各
種
計
画
づ
く
り
の
基

礎
を
学
び
ま
し
た
。
研
修
員
は
、
屋
久
島
の
エ
コ

ツ
ア
ー
、
東
村
の
民
家
宿
泊
体
験
、
竹
富
島
の
集

落
散
策
と
民
具
づ
く
り
、
西
表
島
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
な
ど
の
体
験
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国

に
欠
け
て
い
る
具
体
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
た
く
さ

ん
見
つ
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
渡
航
す
る
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
エ
コ
ツ
ア
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
人
材
育
成
計
画
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
ド
ラ
フ
ト
版
を
作
成
し
、
過

去
に
こ
の
研
修
に
参
加
し
た
先
輩
（
帰
国
研
修

員
）と
の
意
見
交
換
に
備
え
ま
し
た
。 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

研
修
は
、
森
林
省

本
部
で
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
国
立
公
園

制
度
や
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
概
要
を

学
ん
だ
後
、
四
箇

所
の
国
立
公
園
の

訪
問
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
研
修
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
森
林
省
職
員
（
帰

国
研
修
員
）
は
、
日
本
・
沖
縄
で
学
ん
だ
研
修
の

成
果
を
活
か
し
、
各
国
立
公
園
の
エ
コ
ツ
ア
ー
商

品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
、
お
よ
び
既
存
ツ
ア
ー
商
品

の
強
化
を
試
み
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
と
の
連
携
で
、

保
全
活
動
と
経
済
的
な
サ
イ
ク
ル
を
作
り
出
す

こ
と
に
成
功
を
収
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
特
に
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
関
連
し
た
帰
国

研
修
員
の
活
動
を
直
に
体
験
し
話
を
聞
く
こ
と

は
、
研
修
効
果
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と
が
確

認
で
き
、
現
研
修
員
と
帰
国
研
修
員
の
真
剣
な

討
議
が
た
い
へ
ん
印
象
的
で
し
た
。 

人
づ
く
り
・
人
材
育
成
事
業
は
、
す
ぐ
に
成
果

が
見
え
な
い
仕
事
で
す
が
、
今
回
、
私
た
ち
の
研

修
が
少
し
で
も
現
地
の
方
々
の
お
役
に
立
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
、
引
き
続
き
、
沖
縄
の
皆
さ
ん

と
共
に
一
緒
に
学
べ
る
場
を
提
供
し
続
け
て
い
き

け 

 

  

近
年
、
経
済
成
長
を
遂
げ
る
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い

て
、
観
光
業
を
通
し
た
地
域
開
発
振
興
や
産
業

振
興
を
も
た
ら
す
取
組
み
の
ひ
と
つ
に
「
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
が
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。  

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
沖
縄
と
お
き
な
わ
環
境
ク
ラ
ブ
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ベ
ト
ナ
ム
事
務
所
の
要
請
に
よ
り
、
初

め
て
対
象
を
一
か
国
に
絞
っ
た
研
修
を
実
施
し

ま
し
た
。
同
一
国
か
ら
の
参
加
で
あ
っ
て
も
、
地

域
に
よ
り
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
資
源
の
開
発
方
法
や

速
度
に
違
い
が
あ
り
、
研
修
員
同
士
が
意
見
交

換
で
き
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

研
修
員
は
日
本
で
の
研
修
を
通
し
、
改
め
て

自
国
の
資
源
に
つ
い
て
の
大
き
な
可
能
性
を
実
感

出
来
た
様
子
で
、
帰
国
後
の
活
動
の
原
動
力
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
は
自
然
環
境
や
文
化
に
多

く
の
共
通
点
が
あ
り
、
類
似
し
た
課
題
も
抱
え

て
い
る
た
め
、
今
後
も
対
象
国
と
相
互
理
解
を

深
め
な
が
ら
研
修
に
携
わ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま 

「ア
ジ
ア
大
洋
州
地
域 

 
熱
帯
・亜
熱
帯
に
お
け
る 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
企
画
・運
営
」コ
ー
ス 

た
い
、
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

研
究
員
（余
田
幸
和
美
） 

事
務
局
長 

（吉
田
透
） 

◆OEC 受託事業の活動紹介（平成 24 年 4 月～平成 24 年 10 月）◆

す
。 



今
後
の
予
定 

お名前 砂川ヨシ子さん

お住まい 那覇市 

会員年数 3 年 

平
成
二
四
年
十
一
月
に 

役
員
の
改
正
を
し
ま
し
た
。 

新
体
制 

 
理
事
長
（会
長
） 

下
地 

邦
輝 

 
理
事 

 

屋
宜 

マ
サ
子 

 

理
事 

 

石
井 

周 

 

理
事 

 

吉
田 

透 

 

理
事 

 

上
田 

絵
理
奈 

 

理
事 

 
立
田 

亜
由
美 

 

監
事 

 

新
城 
安
哲 

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

おきなわ環境クラブ（ＯＥＣ）は、水辺環境の環境保全

活動をきっかけに、地域の自然保護や環境保全の気づ

きが広がることを目的とした、子どもと大人の NPO/NGO 

団体です。 

〒902-0075 沖縄県那覇市国場 370-107 
TEL:098-833-9493 FAX:098-833-9473 
e-mail :kokuba@npo-oec.com 

自然と環境の保全は足元から！ 

特定非営利活動法人 おきなわ環境クラブ
 http://www.npo-oec.com/ 

   

Ｑ
・・・Ｏ
Ｅ
Ｃ
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
？ 

 

漫
湖
公
園
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い
て
、
サ
ガ
リ

バ
ナ
の
香
り
に
誘
わ
れ
、
誰
が
植
え
て
（
手
入

れ
し
て
）
い
る
の
だ
ろ
う
と
気
に
な
っ
て
い
た
と

き
、
た
ま
た
ま
新
聞
告
知
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
募
集
を
見
つ
け
、
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
。 

 

Ｑ
・・・好
き
な
こ
と
や
続
け
て
い
る
こ
と
は
？ 

 

料
理
・花
・植
物
・水
泳
（夏
は
週
一
で
海
に
泳 

ぎ
へ
行
く
こ
と
も
！
） 

ま
た
、
那
覇
市
（
地
域
）
の
ゴ
ミ
分
別
活
動

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。
三
日
に
一
回
は
、

ゴ
ミ
箱
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
分
別
の
指
導
を
し
て

い
る
。 

 Ｑ
・・・Ｏ
Ｅ
Ｃ
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？ 

い
つ
か
、
サ
ガ
リ
バ
ナ
並
木
の
観
賞
会
が
漫
湖

河
川
敷
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、
そ
の

と
き
は
是
非
、

参
加
し
た
い

と
思
っ
て
い

る
！
き
っ
と
、

見
事
な
花
見

が
で
き
る
と

思
う
の
で
楽

し
み
！ 

サ
ガ
リ
バ
ナ
と
海
浜
植
物
の
お
手
入
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

 
 

二
ヶ
月
に
一
回
、
サ
ガ
リ
バ
ナ
の
お
手
入
れ
活

動
に
目
を
向
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
の
台
風
一
七
号
、
二
十
一
号
は
、
サ
ガ

リ
バ
ナ
に
大
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
塩
害
で
枯
れ
、

中
に
は
根
こ
そ
ぎ
倒
さ
れ
て
い
る
木
も
。
会
員
さ

ん
か
ら
は
、
同
じ
こ
と
が
起
き
な
い
よ
う
、
支
柱

を
立
て
て
保
護
し
よ
う
、
と
声
が
上
が
り
、
来
年
、

皆
さ
ん
と
計
画
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い
で
す
。
是

非
、
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？ 

ご

参
加
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

     
 
 

 

  

自
主
事
業 

 

◇
国
場
川
右
岸
河
川
敷 

サ
ガ
リ
バ
ナ
と
海
浜
植
物
の
お
手
入
れ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

  

（
二
か
月
に
一
回
、
第
二
土
曜
を
予
定
） 

 【日
程
】 

第
二
四
回 

一
月
十
二
日
（土
） 

第
二
五
回 

三
月
九
日
（土
） 

 

【時
間
】午
前
十
時
～
十
二
時 

※
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、 

詳
し
く
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

※
用
具
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
で
用
意
い
た
し
ま
す
。 

 

受
託
事
業 

◇
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
沖
縄 

研
修
員
受
入
事
業 

 

・持
続
可
能
な
観
光
開
発
（
カ
リ
コ
ム
諸
国
）七
週
間 

・島
嶼
水
環
境
の
保
全
と
管
理  

八
週
間 

・
ア
フ
リ
カ
地
域 

持
続
可
能
な
観
光
開
発 

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅳ 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（Ｂ
）二
週
間

 
◆OEC 自主事業・寄付金事業 
5/12～11/17 

5 月～10 月 

1 0 / 2 9 

1 1 / 4 

11/10-11 

1 2 / ８ 

第 20～23 回国場川サガリバナお手入れワークショップ 場所：国場川右岸河川敷 漫湖公園ジョギングロード沿い  

コカ・コーラ環境・教育財団 国場川「漫湖」の水環境改善に向けた啓発活動 （6 団体） 場所:国場川周辺、環境省 漫湖水鳥・湿地センター 

北玉冒険エコクラブ アクアプランター工作 場所:北玉児童館 

おきなわアジェンダ 21 県民環境フェアｉｎ名護 OEC ブース出展 場所:名護市民会館前広場 

ＪＩＣＡ国際協力・交流フェスティバル 2012 OEC ブース出展 場所:JICA 沖縄国際センター 

第 1８回 国場川水あしび OEC ブース出展、自然体験型ゲーム実施 場所:環境省 漫湖水鳥・湿地センター  
 
◆OEC 受託事業 独立行政法人国際協力機構（JICA）沖縄国際センター 
4/16～7/6 

7/23～８/31 

9/3～10/12 

9/10～11/2 

10/1～11/30 

地域別研修 アジア大洋州地域 熱帯・亜熱帯エコツーリズム企画運営 12 週間  場所：沖縄県内・県外各地及びインドネシア各地 人数：7 名 

地域別研修 課題解決促進型 アジア・大洋州地域 熱帯・亜熱帯におけるエコツーリズム企画運営 ベトナム社会主義共和国 特設コース  6 週間 場所:沖縄県内・県外各地 人数:6 名 

地域別研修 アフリカ地域 持続可能な観光開発（自然及び文化観光開発）TICAD Ⅳ フォローアップ（A） 7 週間 場所:沖縄県内・県外各地 人数:10 名

地域別研修 島嶼国水産普及員養成コース ８週間 場所:沖縄県内・県外各地及びサモア・フィジー各地 人数:7 名 

地域別研修 中南米地域 熱帯・亜熱帯エコツーリズム企画運営  9 週間 場所:沖縄県内・県外各地 人数:10 名 

（写真.台風の爪痕様子）

会
員
さ
ん
の
紹
介 

◆ 平成 24 年 4 月～12 月 活動一覧 ◆ 
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